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水と緑と人の和でうるおいのあるまち…………野木町

町の人口

いま桜 咲きぬと見えて 薄ぐもり 春に霞める 世のけしきかな

平成２３年度 所信表明
統一地方選挙
県議会議員選挙 ４月１０日
町議会議員選挙 ４月２４日

お知らせ
・任意予防接種の助成開始
・子宮がん・乳がん検診
～個別医療機関でも受診できます～

・人間ドック検査費用を助成
・協働のまちづくり推進検討委員会委員募集！
広報連絡委員レポート
「新しい公共と協働について」
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３月１日現在
人口 男１２,５９７人

女１２,９８８人
計２５,５８５人

世帯数 ９,１２７
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づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展

開
し
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
協
力
し
な
が
ら
、
心
ふ
れ
あ
う
明

る
い
町
を
目
指
し
ま
す
。
試
行
３
年

目
を
む
か
え
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

検
討
を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
に
と
っ

て
よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。
人
口
の
増
加
を
目

指
す
施
策
と
し
て
、
若
者
の
出
会
い

応
援
事
業
や
そ
の
定
住
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
策
と
し
て
、
社
会
基
盤
の
計
画
的

な
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
町
民

が
健
康
で
暮
ら
せ
る
施
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組

織
の
支
援
・
拡
充
や
安
全
・
安
心
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
度
来
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成

年
度
は
小
学
校
屋

２３

内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

育
て
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。
子
育
て
支
援
の
充
実
や
、
放
課

後
児
童
対
策
な
ど
に
併
せ
て
、
小
中

学
校
の
空
調
設
備
工
事
を
平
成

年
２３

度
か
ら
３
箇
年
計
画
で
整
備
し
、
子

ど
も
が
育
つ
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
高
齢
者
対
策
と
し
て
は
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
拡
充
な
ど
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
り
、
地
域
で

助
け
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
町
の
活
性
化
策
と
し
て
、

ま
ず
、
ホ
フ
マ
ン
式
煉
瓦
窯
・
国
指

定
重
要
文
化
財
「
野
木
町
煉
瓦
窯
」

の
改
修
を
、
国
や
県
、
そ
し
て
多
く

の
町
内
外
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き

な
が
ら
、
平
成

年
度
か
ら
３
箇
年

２３

計
画
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
同
時
に
、
煉
瓦
窯
を
活

用
し
た
周
辺
整
備
に
つ
い
て
も
、
こ

こ
に
人
々
が
集
ま
り
、
楽
し
め
る
よ

う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
ふ
れ
あ
い
の
拠
点

リ
と
光
る
ま
ち
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

人
と
人
と
が
支
え
合
い
補
い
あ
え
る

「
や
さ
し
さ
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち
た

明
る
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
が
安

心
し
て
住
め
る
町
、
福
祉
の
充
実
し

た
町
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
町
の

自
然
を
守
り
活
か
し
な
が
ら
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
優
先

的
に
進
め
る
政
策
課
題
と
し
て
、
少

子
高
齢
化
対
策
、
町
の
活
性
化
及
び

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

優
先
的
に
進
め
る
政
策

ま
ず
、
少
子
化
対
策
で
は
、「
子
育

て
し
や
す
い
町
」
と
し
て
、
従
来
よ

り
本
町
で
力
を
入
れ
て
い
る
「
幼
・

保
・
小
・
中
の
連
携
」
を
柱
に
、
子

育
て
支
援
に
携
わ
る
全
て
の
関
係
機

関
の
連
携
体
制
を
強
め
、
小
さ
な
町

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
「
町
民
み
ん
な

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
こ
う
」

と
い
う
考
え
の
も
と
、
安
心
し
て
子

平
成

年
第
２
回
野
木
町
議
会
定

２３

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
私
の
町
政

の
施
政
方
針
と
な
る
所
信
の
一
端
を

申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
経
済
は
、
金
融
危
機
に

伴
う
景
気
の
悪
化
も
昨
年
春
頃
を
底

に
持
ち
直
し
、
一
部
企
業
収
益
の
改

善
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
若
者
の
就

職
状
況
等
雇
用
情
勢
も
依
然
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
経
済
基
盤
の
不
安
定

要
素
は
免
れ
な
い
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
状

況
の
下
で
、
我
が
町
は
、
引
き
続
き

持
続
可
能
な
町
政
の
運
営
を
図
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
の
将
来
像
で
あ
る
「
水
と
緑
と

人
の
和
で
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
」

を
指
標
と
し
て
、「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
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あ
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と
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光
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町
の
施
策
の
方
針
は
、
現
在
策
定

中
の
平
成

年
度
か
ら
５
年
間
と
す

２３

る
第
７
次
総
合
計
画
「
の
ぎ
未
来
プ

ラ
ン
」
を
指
標
と
し
て
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
、

人
権
施
策
推
進
基
本
計
画
及
び
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
等
諸
計

画
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順
次
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

平
成

年
度
に
策
定
を
完
了
し
た
い

２３

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
こ
れ
ら
の

施
策
を
確
実
に
実
現
す
る
た
め
、「
町

民
と
行
政
が
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
連
携
し
な
が
ら
と
も
に
考
え
行
動

し
て
い
く
」
協
働
の
考
え
方
を
基
本

に
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
結
果
町
民
の
力
が
結
集
し
、

野
木
町
が
「
花
と
レ
ン
ガ
の
ま
ち
」

と
し
て
内
外
に
広
く
発
信
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

当

初

予

算

そ
れ
で
は
、
平
成

年
度
の
当
初

２３

予
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

国
で
は
、
平
成

年
度
の
地
方
財

２３

政
に
つ
い
て
、
企
業
収
益
の
回
復
等

に
よ
り
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付

税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
一
定

程
度
回
復
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

一
方
、
社
会
保
障
関
係
費
が
大
幅
に

自
然
増
と
な
る
こ
と
や
公
債
費
が
依

然
高
水
準
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

地
方
財
政
経
費
全
般
に
つ
い
て
徹
底

し
た
節
減
合
理
化
に
努
め
て
も
、
１４

兆
２
千
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
る

と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成

年
度
ま
で
と

２２

同
様
、
建
設
地
方
債
の
増
発
等
に
よ

っ
て
も
な
お
、
財
源
不
足
が
生
じ
る

場
合
に
は
、
引
き
続
き
国
と
地
方
が

折
半
し
て
補
填
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

臨
時
財
政
対
策
債
に
よ
り
補
填
措
置

を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域

主
権
改
革
に
沿
っ
た
財
源
の
充
実
を

図
る
た
め
、
地
方
交
付
税
を
５
千
億

円
増
額
し
、総
額
で

兆
３
、７
０
０

１７

億
円
、
前
年
度
比
２・８
％
増
と
し
、

一
般
財
源
総
額
を
確
保
し
た
上
で
臨

時
財
政
対
策
債
を
縮
減
し
、
こ
れ
に

よ
り
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
町
の
予
算
は
、

平
成

年
度
よ
り
「
野
木
町
財
政
計

２２

画
」
を
財
政
運
営
の
指
針
と
し
て
取

り
組
み
、
持
続
可
能
な
財
政
を
堅
持

す
る
こ
と
で
、
財
源
不
足
の
補
填
と

し
て
の
基
金
繰
入
を
極
力
抑
え
て
、

財
政
運
営
の
安
定
に
配
慮
し
、
重
要

施
策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
の

予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。
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一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ

億
２
千
万
円
で
、
前

６８

年
度
対
比
２
億
１
千
万
円
、
３・２

％
の
増
と
い
た
し
ま
す
。
歳
出
の
主

な
増
減
事
由
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

議
会
費
が
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度

の
見
直
し
に
伴
う
負
担
な
ど
に
よ
り

２
、２
０
０
万
円
、
・６
％
の
増
、

１８

農
林
水
産
業
費
が
市
民
農
園
整
備
及

び
県
単
独
農
業
農
村
整
備
事
業
な
ど

に
よ
り
３
、４
０
０
万
円
、
・８
％

１７

の
増
、
土
木
費
が
町
道
二
級
５
号
線

中
谷
踏
切
拡
幅
工
事
の
完
成
、
公
共

下
水
道
事
業
に
お
け
る
平
準
化
債
の

導
入
な
ど
に
よ
り
１
億
１
、１
０
０

万
円
、
・９
％
の
減
、教
育
費
が
小

１３

学
校
空
調
設
備
設
置
事
業
及
び
小
学

校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
事
業
、
野

木
町
煉
瓦
窯
改
修
事
業
な
ど
に
よ
り
、

１
億
４
、７
０
０
万
円
、
・４
％
の

１５

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
町
税
が
、
法
人
町
民

税
の
回
復
傾
向
に
対
し
個
人
住
民
税

が
減
少
し
、２
、８
０
０
万
円
、０・８
％

の
減
、地
方
交
付
税
が
２
億
２
、３
０
０

万
円
、
・６
％
の
増
、国
庫
支
出
金

５３

が
子
ど
も
手
当
給
付
負
担
金
及
び
小

学
校
屋
内
運
動
場
及
び
小
学
校
空
調

設
備
整
備
事
業
に
係
る
安
全
・
安
心

な
学
校
づ
く
り
交
付
金
な
ど
に
よ
り

４
百
万
円
、０・６
％
の
増
、県
支
出

金
が
子
ど
も
手
当
給
付
負
担
金
及
び

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

費
、
学
童
保
育
事
業
に
係
る
放
課
後

対
策
事
業
費
、
野
木
町
煉
瓦
窯
改
修

事
業
に
係
る
文
化
財
保
存
修
理
費
な

ど
に
よ
り
６
、１
０
０
万
円
、
・８
１５

％
の
増
、
繰
入
金
が
財
政
調
整
基
金

等
か
ら
の
繰
入
を
減
額
し
、
１
億
４

千
万
円
、
・２
％
の
減
、諸
収
入
が
、

４８

公
民
館
空
調
設
備
他
改
修
事
業
に
係

る
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金

な
ど
に
よ
り
２
、２
０
０
万
円
、
・４
６２

％
の
増
、
町
債
が
小
学
校
屋
内
運
動

場
耐
震
補
強
事
業
債
及
び
小
学
校
空

調
設
備
整
備
事
業
債
の
増
な
ど
に
よ

り
７
百
万
円
、
１・３
％
の
増
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

算
議
会
費
樫
地
方
議
会
議
員
年
金
制

度
見
直
し
に
伴
う
給
付
費
負
担
金

及
び
事
務
費
負
担
金

算
総
務
費
樫
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
試
行
運
行
に
よ
る
公
共
交
通

活
性
化
事
業
、
若
者
の
出
会
い
応

援
事
業
、
栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
、

町
議
会
議
員
選
挙
、
公
図
等
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

算
民
生
費
樫
子
ど
も
手
当
給
付
事
業
、

私
立
保
育
所
の
運
営
費
委
託
事
業
、

学
童
保
育
事
業（
凱
佐
川
野
学
童
保

育
室
新
設
事
業
を
含
む
）、
自
立
支

援
給
付
事
業
、
独
り
暮
ら
し
高
齢

者
等
を
対
象
と
し
た
安
全
・
安
心
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
拡
充
、

高
齢
者
生
き
が
い
事
業
の
拡
充

算
衛
生
費
樫
健
診
事
業
（
妊
婦
健
診
、

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
等
）、
予

防
接
種
委
託
事
業
（
凱
中
学
一
年

生
か
ら
高
校
一
年
生
の
女
子
を
対

象
と
し
た
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
小

児
及
び
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
）、
小
山

広
域
保
健
衛
生
組
合
負
担
金
、
健

康
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託
事
業
、

家
庭
用
太
陽
光
発
電
装
置
設
置
補

助
事
業

算
農
林
水
産
業
費
樫
市
民
農
園
整
備

事
業
、
県
単
独
農
業
農
村
整
備
事

業
に
よ
る
農
道
整
備
事
業
、
県
営

土
地
改
良
事
業
佐
川
南
地
区
調
査

計
画
負
担
金
、
地
産
地
消
推
進
事

業
、
元
気
な
森
づ
く
り
推
進
事
業

算
商
工
費
樫
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
事
業
、
町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事

業
算
土
木
費
樫
町
道
二
級
幹
線
五
号
線

道
路
改
良
事
業
、
町
道
一
級
幹
線

十
号
線
道
路
改
良
事
業
、
新
４
号

国
道
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
、

新
橋
地
区
汚
水
処
理
場
跡
地
公
園

整
備
事
業
、
住
宅
耐
震
診
断
等
助

成
事
業
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
事
業

算
消
防
費
樫
常
備
消
防
事
務
委
託
事

業
、
自
主
防
災
資
機
材
購
入
事
業

算
教
育
費
樫
凱
小
学
校
空
調
設
備
設

置
事
業
、
小
中
学
校
屋
内
運
動
場

耐
震
補
強
事
業
、
非
常
勤
講
師
配

置
事
業
、
外
国
語
指
導
助
手
配
置

事
業
、
野
木
町
煉
瓦
窯
改
修
事
業
、

文
化
会
館
管
理
運
営
委
託
事
業
、

公
民
館
空
調
設
備
他
改
修
事
業

算
科
目
を
越
え
て
実
施
す
る
事
業
樫

緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
花
と
緑
い

っ
ぱ
い
運
動
事
業

（4）

新
規
及
び
主
な
施
策



固
定
資
産
税
「
土
地
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧

問
税
務
課

撒（

）４
１
２
３

５７

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
地
方

税
法
の
定
め
に
よ
り
、
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
と
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
～
５
月

日
３１

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

（
土
日
祝
日
除
く
）

縦
覧
場
所

町
税
務
課

※
納
税
通
知
書
や
課
税
明
細
書
ま
た

は
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
で

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
同
居
の
親
族
で
納
税
者
か
ら
の
委

任
が
認
め
ら
れ
る
方
、
納
税
者
の

代
理
人
と
し
て
委
任
状
な
ど
を
示

し
た
方
や
納
税
管
理
人
も
縦
覧
で

き
ま
す
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
ら

年
金
の
届
出
が
必
要
で
す

問
住
民
課

撒（

）４
１
４
０

５７

就
職
、
退
職
、
結
婚
な
ど
に
よ
っ

て
加
入
者
の
種
類
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
届
出
を
し
な
か
っ
た
た

め
に
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
届
出
は
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

お知らせ

（5）

お知らせ

こうしましょうここでこんなときは
◆被保険者の資格等に関する届出

国民年金加入の手続き第1号→住民課
第3号(※)→配偶者の勤務先20歳になったとき

国民年金加入の手続き
（被扶養配偶者も同様）住民課会社を退職したとき

第3号(※)への
種別変更の手続き配偶者の勤務先結婚や退職等で

配偶者の扶養になったとき
第3号(※)から第1号へ
種別変更の手続き住民課配偶者の扶養から

はずれたとき

再交付の手続き住民課
年金事務所（即日交付）年金手帳をなくしたとき

◆保険料に関する届出

口座振替依頼書の提出銀行・郵便局などの金融機関、
年金事務所

口座振替を
開始、停止、変更するとき

免除申請をする住民課保険料を納めるのが
困難なとき

学生納付特例の申請住民課学生で保険料を納めるのが
困難なとき
◆給付に関する届出

老齢基礎年金の受給手続き
第1号期間のみ→住民課
第3号(※)期間含む

→年金事務所
65歳になったとき

障がい基礎年金の受給手続き

初診日が第1号期間
→住民課

初診日が第3号(※)期間
→年金事務所

20歳前の障がい→住民課

障がいになったとき

国民年金加入中の方
→遺族基礎年金・寡婦年金

・死亡一時金の請求
国民年金受給中の方

→未支給年金の請求

住民課死亡したとき

◆年金を増やすための手続き
付加保険料の手続き住民課定額以上の保険料を納めたい

任意加入の手続き

日本国内に協力者がいる
→住民課

日本国内に協力者がいない
→千代田年金事務所

（東京都千代田区三番町２２）

海外に居住する場合

高齢任意加入の手続き住民課60歳～65歳になるまで

斬 手続きに必要なものなど、詳しいことはお問い合わせください。
(※)第３号→会社員や公務員など第２号被保険者に扶養されている配偶者の方



任
意
予
防
接
種
の
助
成
開
始

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

町
で
は
４
月
１
日
か
ら
、
感
染
症

予
防
及
び
が
ん
対
策
の
た
め
、
町
の

行
政
措
置
と
し
て
任
意
の
予
防
接
種

に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

接
種
の
種
類
と
助
成
額

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

…
全

額

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

…
２
千
円

※
医
療
機
関
に
よ
り
料
金
が
違
い
ま

す
。
料
金
は
医
療
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
方
法

各
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み

（
予
診
票
も
各
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
）。
た
だ
し
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
は
助
成
券
が
必
要
で
す
の
で
、

予
約
し
た
後
、
印
鑑
を
持
っ
て
町
健

康
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

予
診
票
も
町
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
。

持
っ
て
行
く
も
の

保
険
証
、
予
診
票
、
母
子
健
康
手
帳

（
持
っ
て
い
る
場
合
）、
健
康
手
帳

（

歳
以
上
の
方
）

７５

健
康
被
害
救
済
（
予
防
接
種
と
の
因

果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
と
き
）

接
種
に
よ
る
死
亡
や
障
が
い
（
１

～
３
級
）
な
ど
の
健
康
被
害
が
発
生

し
た
と
き
は
、
全
国
町
村
会
総
合
賠

償
補
償
保
険
に
よ
る
救
済
対
象
で
す

ま
た
、
接
種
に
よ
る
死
亡
、
障
が

い
（
１
・
２
級
）、
入
院
を
必
要
と

す
る
医
療
が
発
生
し
た
と
き
は
、
独

立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
法
に
よ
る
医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
制
度
に
基
づ
く
救
済
対
象
で
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

子
宮
頸
が
ん
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
に
感
染
す

る
こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸
が

ん
か
ら
多
く
見
つ
か
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

型
１６

と

型
の
感
染
を
予
防
し
、
子
宮
頸

１８
が
ん
の
お
お
よ
そ

％
を
防
ぐ
こ
と

６０

が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
予
防
接
種
だ
け
で
は
全
て
の
子
宮

頸
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

歳
に
な
っ
た
ら
定
期
的
に

２０

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

助
成
対
象

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
中
学
１
年

生
～
高
校
１
年
生
相
当
（
平
成
７
年

４
月
２
日
～
平
成

年
４
月
１
日
生

１１

ま
れ
）
の
女
子

※
平
成

年
度
以
降
助
成
は
中
学
１
年
生
の
み

２４

接
種
回
数
・
接
種
間
隔

３
回

【
２
回
目
】初
回
接
種
か
ら
１
カ
月
後

【
３
回
目
】２
回
目
接
種
か
ら
５
カ
月
後

※
接
種
開
始
か
ら
終
了
ま
で
６
カ
月

か
か
り
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
９
月
末
ま
で
に
接
種
開

始
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
が
十
分
で
な

く
、
当
分
の
間
２
回
目
以
降
の
接

種
が
優
先
さ
れ
て
い
る
た
め
、
初

め
て
接
種
さ
れ
る
方
は
す
ぐ
に
接

種
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

ヒ
ブ
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
）

は
髄
膜
炎
や
敗
血
症
、
肺
炎
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
全
身
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
病

原
菌
で
す
。
中
で
も
重
篤
な
感
染
症
が

細
菌
性
髄
膜
炎
で
、
特
に
１
歳
以
下
で

多
く
発
病
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の

疾
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

助
成
対
象

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
２
カ
月

以
上
５
歳
未
満
の
乳
幼
児

接
種
回
数

接
種
開
始
時
の
月
齢
で
違
い
ま
す
。

接
種
間
隔

初
回
免
疫
…
４
～
８
週
間

追
加
免
疫
…
初
回
免
疫
終
了
後

お
お
む
ね
１
年

平
成

年
３
月
９
日
現
在
、
厚
生
労
働
省
の

２３

方
針
に
よ
り
接
種
は
見
合
わ
せ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ

（6）

○実施医療機関
電話番号医療機関名
撒（５７）０７７０いなば内科クリニック
撒（５６）０２８０岩崎医院
撒（５７）２５１０菊池クリニック
撒（５６）２２５５木村外科胃腸科内科医院

撒（５７）００５６鹿野クリニック
※子宮頸がん、成人用肺炎球菌のみ

撒（５７）９８１１寺内整形外科
撒（５７）１０１１野木病院

小山地区医師会（小山市、下野市、上三川町）加入医療機関
※小山地区医師会加入医療機関の実施内容は医療機関にお問い合わせ

ください。

接種回数接種開始時の
年 齢

４回
（初回免疫３回
追加免疫１回）

生後
２カ月以上
７カ月未満

（標準）

３回
（初回免疫２回
追加免疫１回）

生後
７カ月以上
１２カ月未満

１回１歳以上
５歳未満



小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

肺
炎
球
菌
は
子
ど
も
の
感
染
症
の
２

大
原
因
菌
の
一
つ
で
、
細
菌
性
髄
膜
炎

な
ど
重
症
化
す
る
感
染
症
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
特
に
重
大
な
感
染
症
を
引
き
起
こ
す

７
種
類
の
肺
炎
球
菌
へ
の
感
染
予
防
効

果
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

助
成
対
象

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
２
カ
月

以
上
５
歳
未
満
の
乳
幼
児

接
種
回
数

接
種
開
始
時
の
月
齢
で
違
い
ま
す
。

接
種
間
隔

【
接
種
開
始
時
１
歳
未
満
】

初
回
免
疫
…

日
以
上

２７

追
加
免
疫
…
初
回
免
疫
終
了
後

日
６０

以
上（
た
だ
し
、１
歳
を
こ
え
て
か
ら
）

【
接
種
開
始
時
１
歳
以
上
２
歳
未
満
】
日
以
上

６０

平
成

年
３
月
９
日
現
在
、
厚
生
労
働
省
の

２３

方
針
に
よ
り
接
種
は
見
合
わ
せ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
球

菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
、
肺
炎
球
菌
感

染
症
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

肺
炎
球
菌
に
よ
る
感
染
症
の
約

％
８０

の
予
防
に
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
免
疫
が
で
き
る
ま
で
平
均

１
カ
月
程
度
か
か
り
、
個
人
差
が
あ

り
ま
す
が
１
回
の
接
種
で
５
年
以
上

免
疫
が
持
続
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

助
成
対
象

町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

歳
以
上
の
方

６５
※
た
だ
し
過
去
５
年
以
内
に
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
っ
た
方
、

ひ
臓
摘
出
者
は
除
き
ま
す

接
種
回
数

１
回

※
ひ
臓
摘
出
者
の
方
は
健
康
保
険
が

適
応
に
な
り
ま
す
。

※
接
種
後
５
年
間
は
再
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
年
齢
に
つ
い
て
の
考
え
方

「
年
齢
計
算
に
関
す
る
法
律
」で
は
、

満
年
齢
に
な
る
の
は
誕
生
日
の
前
日

な
の
で
、
例
え
ば
予
防
接
種
の
接
種

年
齢
が
「
５
歳
未
満
」
と
な
っ
て
い

る
場
合
、
接
種
（
助
成
）
期
間
は

「
５
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
」

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

個
別
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
7
1

５７

平
成

年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で

２３

の
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診

に
加
え
、
小
山
市
・
下
野
市
の
医
療

機
関
で
も
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

が
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診

対

象

歳
以
上（
平
成
４
年
３

２０

月

日
以
前
生
ま
れ
）で
町
内
に
住

３１
所
が
あ
る
女
性

内
容
な
ど

細
胞
診

料

金

５
０
０
円

乳
が
ん
検
診

対

象

歳
以
上（
昭
和

年
３

３０

５７

月

日
以
前
生
ま
れ
）で
町
内
に
住

３１
所
が
あ
る
女
性

内
容
な
ど

視
触
診
、
乳
房
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
、
超
音
波
検
査

料

金

５
０
０
円

実
施
期
間

４
月
～
平
成

年
３
月

２４

申
込
方
法

受
診
す
る
に
は「
問
診

票
」が
必
要
で
す
。
医
療
機
関
で
受

診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

①
健
康
福
祉
課
に
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
。

②
問
診
票
が
ご
自
宅
に
届
き
ま
す
。

③
問
診
票
が
届
い
た
ら
、
医
療
機
関

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
左
表
の
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま

す
。

※
受
診
で
き
る
の
は
、
町
保
健
セ
ン

タ
ー
・
医
療
機
関
実
施
を
問
わ
ず

同
じ
年
度
内
に
１
回
だ
け
で
す
。

※
受
診
す
る
と
き
は
、
健
康
保
険
証・

問
診
票
を
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
、
受
け
ら
れ

る
検
診
の
種
類
や
内
容
が
違
い
ま

す
の
で
、
お
確
か
め
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

お知らせ

（7）

○子宮がん検診
電話番号所在地医療機関名

撒０２８５（２０）５５０５小山市樹レディースクリニック
撒０２８５（２５）３３２２小山市小倉産婦人科医院
撒０２８５（２１）３８２３小山市小山市民病院
撒０２８５（３７）８０２０小山市やまなかレディースクリニック
撒０２８５（４４）８２１１下野市木村クリニック
撒０２８５（４０）１１２１下野市中央クリニック

○乳がん検診
電話番号所在地医療機関名

撒０２８５（２１）３８２３小山市小山市民病院
撒０２８５（４５）７７１１小山市光南病院
撒０２８５（３２）７１２０小山市光南健診クリニック
撒０２８５（２５）３５３３小山市星野胃腸科外科医院
撒０２８５（４４）７０００下野市小金井中央病院

接種回数接種開始
時の年齢

４回
（初回免疫３回

追加免疫１回）

生後
２カ月以上
７カ月未満

（標準）

３回
（初回免疫２回

追加免疫１回）

生後
７カ月以上
１２カ月未満

２回１２カ月(１歳)
以上５歳未満

１回２歳以上
５歳未満



人
間
ド
ッ
ク
等
検
査
費
用
を
助
成

問
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
対
象
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

（
以
下
、「
人
間
ド
ッ
ク
等
」）を
受
診

さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

受
診
医
療
機
関
は
町
内
外
を
問
い
ま

せ
ん
。

対

象
次
の
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方

①
野
木
町
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者

で
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の
検
査
を
受

け
る
日
に

歳
以
上
の
方

４０

②
保
険
税（
料
）を
完
納
し
て
い
る
世

帯
の
方

③
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診
を

受
診
し
て
い
な
い
方

補
助
額

検
査
費
用
の
３
分
の
２
（
千
円
未

満
切
り
上
げ
）
で
３
万
円
を
限
度
額

と
し
、
一
人
年
１
回
と
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
領
収
書
（
人
間
ド
ッ
ク

等
検
査
費
用
）・
印
鑑
・
振
込
口
座

の
分
か
る
も
の

◆
人
間
ド
ッ
ク
等
の
補
助
金
を
交
付

さ
れ
た
方
は
、
そ
の
年
度
に
特
定

健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
健
診・

後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診
さ
れ
た

方
に
は
、
補
助
金
は
交
付
さ
れ
ま

せ
ん
。結

核

検

診

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
１

５７

結
核
は
今
も
わ
が
国
最
大
の
感
染

症
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
の
発
病
す

る
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
早
期

発
見
に
は
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

が
有
効
で
す
。
年
に
１
度
、
必
ず
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対

象歳
以
上
で
野
木
町
に
住
所
が
あ

６５

る
方（

年
度
に

歳
に
な
る
方
を

２３

６５

含
む
）

※
職
場
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
機
会

の
あ
る
方
は
対
象
外
で
す
。
対
象

と
な
る
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
通

知
し
ま
す
。

日
程
・
会
場

表
の
と
お
り

※
ど
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

受
付
方
法

通
知
を
持
っ
て
、
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
（
通
知
の
な
い
方
も
対
象

で
あ
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
）。

福
祉
タ
ク
シ
ー

問
健
康
福
祉
課

撒（

）４
１
７
２

５７

対
象
に
な
る
方
は
、
タ
ク
シ
ー
乗

車
１
回
に
つ
い
て
、
基
本
料
金
分
の

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
た
だ
し
、

町
と
契
約
を
し
て
い
る
会
社
だ
け
）。

利
用
す
る
に
は
利
用
券
が
必
要
で
す
。

対
象
者

野
木
町
に
住
所
が
あ
り
、

現
に
住
ん
で
い
て
、
次
の
ど
れ
か
に

あ
て
は
ま
る
方

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る

②
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２
の
交
付
を

受
け
て
い
る

③
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

申
込
方
法

次
の
も
の
を
持
っ
て
健
康
福
祉
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳

ま
た
は
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉

手
帳

②
印
鑑

交
付
枚
数

月
４
枚

利
用
の
し
か
た

乗
車
の
時
、
乗
務
員
に
利
用
車
証

を
示
し
、
１
回
に
つ
き
利
用
券
１

枚
を
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
料
金
が
基
本
料
金
を
超
え
た
と
き

は
、
そ
の
超
え
た
額
は
利
用
さ
れ

る
方
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
ご
本
人
以
外
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

お知らせ

（8）

２３年度結核検診予定表
会 場時 間月 日

松原第２コミュニティセンター９：２０～１０：３０
５/１１（水） 下 影 公 民 館１０：５０～１１：２０

本新田コミュニティセンター１１：３０～１２：００
松原コミュニティセンター９：３０～１０：４０５/１２（木） 友 沼 下 西 公 民 館１１：００～１１：３０
老 人 福 祉 セ ン タ ー９：３０～１０：４０５/１３（金） 友 沼 小 学 校１１：００～１１：３０
中 谷 生 活 セ ン タ ー９：３０～１０：００５/１６（月） 町 立 図 書 館１０：３０～１１：４０
野 木 小 学 校９：３０～１０：１０

５/１７（火） 野渡コミュニティセンター１０：３０～１１：１０
野 渡 ５ 公 民 館１１：３０～１２：００
潤島コミュニティセンター９：３０～１０：４０５/１８（水） 中 之 内 公 民 館１１：００～１１：４０
若 林 集 落 セ ン タ ー１０：００～１０：３０５/１９（木） 佐 川 野 小 学 校１０：５０～１１：３０
新 橋 児 童 館９：３０～１０：４０５/２３（月） 野 木 ３ 公 民 館１１：００～１１：４０
小 山 農 協 野 木 支 店９：４０～１０：４０５/２４（火） 土 地 区 画 整 理 記 念 会 館１１：００～１１：３０
御 門 中 根 集 落 セ ン タ ー９：３０～１０：００５/２５（水） 丸 林 西 会 館１０：３０～１１：４０
野 木 原 集 会 所９：４０～１０：１０

５/２６（木） 矢 畑 集 落 セ ン タ ー１０：３０～１１：００
佐 川 野 下 研 修 館１１：２０～１１：５０
川 田 集 落 セ ン タ ー９：３０～１０：００５/３０（月） 町 保 健 セ ン タ ー１０：３０～１１：４０
丸 林 西 会 館１０：００～１０：４０５/３１（火） 御 林 集 会 所１１：００～１１：３０
町 保 健 セ ン タ ー１０：００～１１：３０６/３（金）



と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
医
療
相
談

問
と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
県
健
康
増
進
課
内
）

撒
０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３

難
病
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方

々
が
安
心
し
て
療
養
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
医
療
に
関
す
る
悩
み
や
不
安

に
つ
い
て
、
専
門
医
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

相
談
無
料
・
要
予
約
・
秘
密
厳
守

開
催
月

下
表
の
と
お
り
。
開
催
月

ご
と
に
対
象
と
な
る
病
気
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
相
談
日
、
場
所
、
担

当
医
師
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

午
後
１
時
～
４
時

場

所
と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
１
階
相
談
室
（
変
更
の
場
合

あ
り
）

違
法
駐
車
・
迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
２

５７

違
法
駐
車
車
両
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
の
安
全
確
認
の
妨
げ
と
な

り
は
ね
ら
れ
た
り
、
夜
間
は
車
両
に

気
づ
か
ず
衝
突
す
る
な
ど
交
通
事
故

の
直
接
的
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
狭
い
道
路
で
は
、
緊
急
車

両
の
活
動
を
妨
げ
た
り
人
命
救
助
に

重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

合
葬
墓
地
使
用
希
望
者
募
集
中

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
３
１

５７

町
営
墓
地「
や
す
ら
ぎ
の
郷
野
木

霊
園
」内
、合
葬
墓
地
の
使
用
希
望
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お知らせ

（9）

○平成２３年度開催予定
主な疾患対象疾患開催月主な疾患対象疾患開催月

全身性エリテマトーデス
皮膚筋炎及び多発性筋炎免疫系

１０月
パーキンソン病関連疾患
脊髄小脳変性病神経・筋疾患(※１)２３年

４月 後縦靱帯骨化症
特発性大腿骨頭壊死症骨・関節系全身性エリテマトーデス

皮膚筋炎及び多発性筋炎免疫系

突発性難聴
メニエール病聴覚・平衡機能系

１１月
強皮症
混合性結合組織病皮膚・結合組織系

５月 特発性拡張型心筋症
肥大型心筋症循環器系間脳下垂体機能障害

副腎低形成（アジソン病）内分泌系

サルコイドーシス
特発性間質性肺炎呼吸器系

１２月
突発性難聴
メニエール病聴覚・平衡機能系

６月 強皮症
混合性結合組織病皮膚・結合組織系サルコイドーシス

特発性間質性肺炎呼吸器系

全身性エリテマトーデス
皮膚筋炎及び多発性筋炎免疫系２４年

１月

後縦靱帯骨化症
特発性大腿骨頭壊死症骨・関節系

７月 潰瘍性大腸炎
クローン病

消化器系（難治性炎症性
腸管障がい）(※２)

網膜色素変性症
加齢黄斑変性視覚系

再生不良性貧血
特発性血小板減少性紫斑病血液系

２月
ＩｇＡ腎症
難治性ネフローゼ症候群腎・泌尿器系

８月 パーキンソン病関連疾患
脊髄小脳変性病神経・筋疾患強皮症

混合性結合組織病皮膚・結合組織系

後縦靱帯骨化症
特発性大腿骨頭壊死症骨・関節系

３月
パーキンソン病関連疾患
脊髄小脳変性病

神経・筋疾患
(※１)(※３)

９月 網膜色素変性症
加齢黄斑変性視覚系潰瘍性大腸炎

クローン病
消化器系（難治性炎症性
腸管障がい）(※２)

原発性胆汁性肝硬変
重症急性すい炎消化器系（すい臓・肝臓）

斬 栃木県医師会、難病拠点病院（独協医科大学病院、自治医科大学附属病院、国際医療福祉大学病院）などのご協力をいただいています。
斬 対象疾患は変更になる場合があります。
斬「※１医療ソーシャルワーカーによる生活福祉相談」「※２栄養士による栄養相談」「※３就労相談員による就労相談」を専門医による
相談と同じ日に実施予定です。



集
合
狂
犬
病
予
防
注
射

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
４
９

５７

法
律
で
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、

飼
い
犬
を
登
録
し
、
毎
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
狂
犬
病
は
発
症
す
る

と
１
０
０
％
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
る

怖
い
病
気
で
す
。
予
防
注
射
は
必
ず

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
、
町
か

ら
届
い
た
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。
登
録
が
ま
だ
だ
っ
た
り
、

ハ
ガ
キ
が
な
く
て
も
、会
場
で
登
録・

注
射
が
で
き
ま
す
。
登
録
手
数
料
、

注
射
料
金
を
持
っ
て
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日

程

表
の
と
お
り

狂
犬
病
予
防
注
射
（
毎
年
１
回
）

料

金

３
３
０
０
円

新
規
登
録
（
生
涯
一
度
）

登
録
料

３
０
０
０
円

対

象

生
後

日
を
経
過
し
た
犬

９０

※
病
気
な
ど
で
受
け
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
き
は
、
獣
医
師
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
合
注
射
を
受
け
さ
せ
な
か
っ
た
、

ま
た
は
お
と
な
し
く
注
射
を
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

個
人
で
動
物
病
院
な
ど
で
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

検
討
委
員
会
委
員
募
集
！

問
生
活
環
境
課

撒（

）４
１
４
９

５７

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に

つ
い
て
幅
広
い
観
点
か
ら
意
見
・
助

言
を
い
た
だ
く
た
め
設
置
す
る
、
推

進
検
討
委
員
会
の
会
議
に
参
加
し
て

く
だ
さ
る
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

５
人
以
内

応
募
資
格

○
町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

○
満

歳
以
上
の
方

２０
（
平
成

年
４
月
１
日
現
在
）

２３

○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

関
心
、
熱
意
の
あ
る
方

任

期
委
嘱
の
日（
５
月
上
旬
予
定
）か
ら

審
議
終
了
ま
で
（
約
１
年
以
内
）

報

酬

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

４
月
１
日
～

日
２５

選
考
方
法

書
類
選
考

応
募
方
法

次
の
事
を
記
入
し
た
応

募
用
紙
を
、
生
活
環
境
課
へ
持
っ
て

き
て
い
た
だ
く
か
、
郵
便
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
自

由
で
す
。
町
で
用
意
し
た
応
募
用
紙

を
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
（
用
紙
は

生
活
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
）。

応
募
用
紙
記
入
事
項

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
職
業
、
応
募
の
動
機
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
携
わ
っ
た

経
験

な
ど応

募

先

〒
３
２
９‐０
１
９
５（
住
所
不
要
）

町
生
活
環
境
課
「
公
募
委
員
」
係

撒（

）４
１
３
２
姉（

）３
９
４
５

５７

５７

死seikatukankyou@town.nogi.tochigi.jp

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進

施
設
等
整
備
基
本
構
想

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

撒
０
２
８
５（

）８
１
８
２

２２

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
で
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
推
進
施
設
等
整

備
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

次
の
と
こ
ろ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
総
務
課

ま
た
は
野
木
町
生
活
環
境
課
窓
口

○
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://www.city.oyama.tochigi.jp/kouiki/
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集合狂犬病予防注射日程表

野木小野渡コミュニ
ティセンター役場

午
前

４
／
１６

（土）

１０：２５～１０：４５９：５０～１０：１５９：００～９：３０

新橋小潤島コミュニ
ティセンター潤島グラウンド

１１：００～１１：３５１０：３０～１０：４５９：４５～１０：１５

友西公民館友沼小川西コミュニ
ティセンター

午
後

２：００～２：１５１：３０～１：４５１：００～１：１５

中之内集会所矢畑集会所野木原集会所

１：５５～２：１５１：２５～１：４０１：００～１：１５

卯ノ木みずき公園松原コミュニ
ティセンター町立図書館

午
前

４
／
１７

（日）

１０：５０～１１：２０１０：００～１０：３５９：１０～９：４５

佐川野小川田集落
センター南赤塚小

１１：１０～１１：２５１０：４０～１０：５５１０：００～１０：２５
小山用水土地改良区
第１１区事務所

中谷生活
センター

野木３丁目
集会所

午
後

２：００～２：１５１：３５～１：５０１：００～１：２０

丸林馬場公園若林集会所佐川野下研修館

２：００～２：２０１：３０～１：４５１：００～１：１５



農
薬
を
使
用
す
る
皆
さ
ん
へ

問
産
業
課

撒（

）４
１
５
１

５７

農
薬
は
使
用
や
保
管
の
方
法
を
間

違
え
る
と
、中
毒
事
故
や
環
境
汚
染

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、安
全
に

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

危
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
ラ
ベ
ル
表
示
を
よ
く
読
ん
で
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

②
使
用
す
る
と
き
は
、散
布
回
数・使

用
量
な
ど
の
使
用
基
準
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

③
散
布
す
る
と
き
は
、周
辺
環
境
に

危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

農
家
だ
け
で
な
く
、家
庭
菜
園
や

花
壇
や
芝
の
手
入
れ
を
す
る
方
も
、

農
林
水
産
省
の
登
録
番
号
の
あ
る
安

全
性
の
確
認
さ
れ
た
農
薬
を
、ラ
ベ

ル
の
使
用
上
の
注
意
等
に
従
っ
て
使

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

酸
農
林
水
産
省
Ｈ
Ｐ

http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/

環
境
に
配
慮
し
た
農
作
業
を

問
農
業
委
員
会
事
務
局

撒（

）４
１
０
９

５７

産
道
路
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
等

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
道
路
で
旋
回

さ
せ
る
と
、
道
路
が
汚
れ
た
り
壊
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
圃
場

の
中
で
旋
回
し
、
環
境
を
乱
さ
な
い

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
圃
場
か
ら
出
る
と
き
は
農

機
の
土
な
ど
を
よ
く
落
と
し
て
、
道

路
に
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

産
農
地
の
適
正
管
理
を

農
地
を
遊
休
・
荒
廃
さ
せ
る
と
、

雑
草
が
生
い
茂
っ
て
病
害
虫
の
発
生

原
因
に
な
っ
た
り
、
防
犯
上
危
険
な

場
所
に
な
る
な
ど
、
近
く
の
農
地
や

住
民
に
不
安
や
不
快
感
を
与
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
除
草
な
ど
を
し
て
、
環

境
に
配
慮
し
た
適
正
管
理
・
有
効
利

用
を
心
が
け
、
食
料
自
給
率
の
向
上

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（

）３
１
５
７

２１

種

類

甲
種・乙
種（
第
１
～
６
類
）

丙
種

日

時

６
月

日（
日
）

１２

会

場

白
鷗
大
学

願
書
提
出
先

酸
持
参

小
山
市
消
防
本
部
２
階
予
防
保
安
課

酸
郵
送

〒
３
２
０‐０
０
３
２

宇
都
宮
市
昭
和
１
丁
目
２
番

号
１６

栃
木
県
自
治
会
館
１
階

苛
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部

期

間

４
月

日
～

日

１１

２２

（
土
日
除
く
）

そ
の
他

案
内・願
書・手
数
料
払
込
用
紙
は
、

消
防
本
部・消
防
署・野
木
分
署
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

国
税
専
門
官
採
用
試
験

問
関
東
信
越
国
税
局

撒
０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

受
験
資
格

酸
昭
和

年
４
月
２
日
～
平
成
２
年

５７

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

酸
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
茨
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成

年
３

２４

月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方

芋
人
事
院
が
茨
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
方

試

験

大
学
卒
業
程
度

申
込
期
間

４
月
１
日
～

日
１４

※

日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

１４
申
込
書
提
出
先

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
を
所
轄

す
る
国
税
局
ま
た
は
国
税
事
務
所

試
験
日

酸
第
１
次
試
験

６
月

日（
日
）

１２

酸
第
２
次
試
験

７
月

日
～

日
の
ど
れ
か
１
日

１９

２６

試
験
地

さ
い
た
ま
市
ほ
か

合
格
者
発
表

酸
第
１
次
試
験

７
月
５
日（
火
）

酸
最
終
合
格
者

８
月

日（
金
）

１９

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

問
栃
木
労
働
局
監
督
課

撒
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
５

受
付
期
間

４
月
１
日
～

日
１４

採
用
予
定
数

酸
労
働
基
準
監
督
官
Ａ（
法
文
系
）

約
１
０
０
名

酸
労
働
基
準
監
督
官
Ｂ（
理
工
系
）

約

名
２０

第
１
次
試
験
日

６
月

日（
日
）

１２

第
２
次
試
験
日

７
月

日（
水
）・
日（
木
）の
指

２０

２１

定
さ
れ
た
１
日

お知らせ
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県
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
時

４
月

日
（
日
）

１０

午
前
７
時
～
午
後
８
時

《
告
示
日

４
月
１
日
（
金
）》

野
木
町
で
投
票
で
き
る
方

今
回
の
県
議
会
議
員
選
挙
で
投
票

で
き
る
の
は
、
次
の
方
で
す
。

○
年

齢

平
成
３
年
４
月

日
以
前
に
生
ま

１１

れ
た
方

○
住

所

平
成

年

月

日
以
前
に
野
木

２２

１２

３１

町
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、
引
き

続
き
住
所
の
あ
る
方

●
最
近
転
入
さ
れ
た
方
は
ご
注
意
を
！

○
栃
木
県
内
の
他
の
市
町
か
ら
平
成

年
１
月
１
日
以
降
に
野
木
町
へ

２３転
入（
１
回
限
り
）し
た
方
は
、
前

住
所
地
の
選
挙
区
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
市
町

村
長
の
発
行
す
る
「
①
引
き
続
き

栃
木
県
の
区
域
内
に
住
所
が
あ
る

こ
と
の
証
明
書（
無
料
）」ま
た
は

「
②
住
民
票
の
写
し（
①
の
証
明
書

の
代
わ
り
に
発
行
す
る
場
合
は
無

料
）」
が
必
要
で
す
。

○
栃
木
県
以
外
か
ら
平
成

年
１
月

２３

１
日
以
降
に
野
木
町
へ
転
入
し
た

方
は
、
今
回
の
選
挙
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

○
県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
公
報
は
、

新
聞
折
り
込
み
で
各
戸
に
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
次

の
施
設
に
備
え
付
け
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

町
役
場
、
町
公
民
館
、
町
立
図
書
館
、

町
文
化
会
館
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

町
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
時

４
月

日（
日
）

２４

午
前
７
時
～
午
後
８
時

《
告
示
日

４
月

日（
火
）》

１９

投
票
で
き
る
方

今
回
の
町
議
会
議
員
選
挙
で
投
票

で
き
る
の
は
、
次
の
方
で
す
。

○
年

齢

平
成
３
年
４
月

日
以
前
に
生
ま

２５

れ
た
方

○
住

所

平
成

年
１
月

日
以
前
に
野
木

２３

１８

町
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、
引
き

続
き
住
所
の
あ
る
方

期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

酸
県
議
会
議
員
選
挙

４
月
２
日（
土
）～
９
日（
土
）

酸
町
議
会
議
員
選
挙

４
月

日（
水
）～

日（
土
）

２０

２３

期
日
前
投
票
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
８
時

３０

期
日
前
投
票
所

役
場
本
館
１
階
第
１
会
議
室

持
っ
て
く
る
も
の

入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

統 一 地 方 選 挙
県議会議員選挙 ４月１０日
町議会議員選挙 ４月２４日

○入場券は、圧着ハガキで世帯主様あてに郵便で届きます
（ハガキ１枚に４人分掲載されます）。お名前等をお確か
めの上、切り取り線に沿って切って投票所に持ってきて
ください。

○投票所入場券の発送は、法律で告示日後となります。

問町選挙管理委員会事務局
（町総務課内）撒（５７）４１１９

期
日
前
投
票
と
は
？

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
理
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

と
き
は
、
投
票
日
前
に
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
期
日
前
投
票

を
行
う
日
に
選
挙
人
名
簿
登
録
者
で

満

歳
に
な
ら
な
い
方
は
、
不
在
者

２０
投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
と
は
？

投
票
所
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に

不
在
者
投
票
・
郵
便
な
ど
に
よ
る
不

在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
遠
方
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方

○
指
定
病
院
な
ど
に
入
院
ま
た
は
入

所
さ
れ
て
い
る
方

○
介
護
保
険
法
で
要
介
護
５
の
方

○
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

な
ど

※
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
ま
る
要
件
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（12）



汽 サイレン吹鳴のお知らせ 汽
投票日の４月１０日と２４日は、投票日である周知と棄権防止や投票参加を促すため、野木町一円

にサイレンを吹鳴しますので、火災などとお間違えのないようお知らせします。

統一地方選挙

（13）

～届けよう あなたの想い 県政に～
～その一票が あなたのまちを つくります～

投票所案内図

午前７時・正午・午後７時 ２０秒吹鳴 １０秒休止 ２０秒吹鳴

酒店

文化
会館

友沼橋

至
古
河

至
小
山

国
道
４
号

思
川

高良神社

ガソリン
スタンド

新橋小

至
古
河

至
小
山

野
木
病
院

歩
道
橋

国
道
４
号

ム
ト
ウ

ユニ
パッ
ク

消防団詰所

至古河

商店

国
道
４
号

野木第3自治会集会所

熊野神社

至
古
河

至
小
山

野
木
神
社

カ
ナ
ル

ハ
ウ
ス

国
道
４
号

郵便局

ヤオコー

至
小
山

至
古
河

野
木
駅

信用金庫

役場

ココス野
木
駅

農協

至
古
河

至
小
山

信
用
金
庫野

木
駅

至小山

至
古
河

役場丸林
保育所

丸林
中央
公園

至
古
河

至
小
山

役場

公園

信用
金庫 ココス野

木
駅

エコス
マツモト
キヨシ

至
古
河

消
防
署

幼
稚
園

至
古
河

至
小
山

図書館

ガソリン
スタンド

酒店

至佐川野

至間々田

至
古
河

新
幹
線

至
小
山

至間々田

至
古
河

至
小
山

友沼小

国
道
４
号

友沼小学校
（第１投票所）

松原コミュニティセンター
（第２投票所）

野木会館
（第３投票所）

野渡コミュニティセンター
（第４投票所）

南赤塚小学校体育館
（第５投票所）

野木町公民館
（第６投票所）

新橋小学校体育館
（第７投票所）

丸林西会館
（第８投票所）

土地区画整理記念会館
（第９投票所）

老人福祉センター（ホープ館）
（第１０投票所）

潤島コミュニティセンター
（第１１投票所）

佐川野小学校体育館
（第１２投票所）

川田集落センター
（第１３投票所）

投票区域
本新田
下影
角新田
上羽ケ田
中古屋
友下 友西

投票区域
松原１
松原２
松原３
松原４東のJR
宇都宮線西側
松原４西

投票区域
野木１の１
野木１の２
野木２
ひまわり団地
野木３ 野木４
野木５ 野木６
野木原

投票区域
野渡１
野渡２の１
野渡２の２
野渡３ 野渡４
富岡 野渡５
野渡６ 狐塚１
狐塚２ 陽光台

投票区域
矢畑 中根 御門
座又 行家 北斗
中之内 篠山１
篠山２ 中谷１
中谷２ 中谷３
中谷４

投票区域
丸林東上１
丸林東上２
丸林東上３
丸林東中１

投票区域
芝山１
芝山２
新橋西１
新橋西２
新橋西３
卯ノ木１
卯ノ木２

投票区域
丸林西上
丸林西中１
丸林西中２
丸林西中３
丸林西中４
丸林西下
（プレシーン）

投票区域
丸林東中２
丸林東下１
丸林東下２
丸林東下３
丸林東下４
丸林東下５

投票区域
新橋東１
新橋東２
新橋東３
大塚１ 大塚２
松原４東のJR
宇都宮線東側

（ブルーミングガーデン）

投票区域
潤島１
潤島２
潤島３
潤島４

投票区域
若林１ 若林２
佐川野上
佐川野中
佐川野西
佐川野下の１
佐川野下の２
佐川野下の３
佐川野下の４

投票区域
川田１
川田２
川田３



緊
急
雇
用
創
出
事
業

臨
時
職
員
募
集

問
産
業
課

撒（

）４
１
５
３

５７

町
で
は
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
非
正
規
労
働
者
の
方
々
な
ど
を
対

象
に
一
時
的
な
就
労
機
会
を
提
供
す

る
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」
と
し
て
、

次
の
業
務
に
従
事
す
る
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

業
務
名

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
支
援
業
務

業
務
内
容

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
会
場
の
ひ
ま
わ
り
畑
と
会
場
周

辺
道
路
な
ど
の
ひ
ま
わ
り
の
作
付

け
・
管
理
作
業

期

間

５
月
～
８
月

賃

金

時
給
７
２
０
円

募
集
人
数

３
名

募
集
期
間

４
月
１
日
～

日
２２

応
募
方
法

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書

を
産
業
課
に
持
っ
て
く
る
か
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
失
業
中
の
方
に
限
り
ま
す
。

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

問
小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

撒
０
２
８
５（

）２
８
２
９

２５

総
務
課

撒（

）４
１
１
２

５７

小
山
警
察
署
と
小
山
地
区
交
通
安

全
協
会
は
、
毎
年
秋
に
優
良
運
転
者

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
次
に
あ
て
は

ま
る
方
は
、
４
月

日
か
ら
５
月

２５

２０

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表
彰
を
受
け
る
資
格

表
に
示
す
免
許
取
得
日
で
次
の
す

べ
て
に
あ
て
は
ま
る
方
（
い
ち
ば
ん

古
い
も
の
が
基
準
）

産
平
成

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

２１

２３

年
３
月

日
ま
で
無
事
故
無
違
反

３１

（
軽
微
な
違
反
１
回
は
除
く
）

産
過
去
に
緑
十
字
銅
章
を
受
け
た
こ

と
が
な
い

申
込
方
法
（
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
）

①
運
転
免
許
証
、
運
転
記
録
証
明
書

（
５
年
間
）
を
持
っ
て
総
務
課
へ

②
運
転
免
許
証（
コ
ピ
ー
）、運
転
記

録
証
明
書
（
５
年
間
）
を
郵
便
で

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会
へ

※
免
許
証
は
両
面
を
コ
ピ
ー
し
て
、

氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
電
話
番
号
・

携
帯
電
話
番
号
を
記
入

酸
郵
送
先

〒
３
２
３
‐０
０
２
８

小
山
市
若
木
町
１‐６‐４０

小
山
地
区
交
通
安
全
協
会

※
運
転
記
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
４
月

日
～
５
月

日

２１

１５

に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
栃
木
県
事
務
所
あ
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
手
続
は
郵

便
局
で
で
き
ま
す
（
交
付
手
数
料

６
３
０
円
と
振
込
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
）。
申
込
用
紙
は
、
総
務

課
・
野
木
交
番
・
佐
川
野
駐
在
所

に
あ
り
ま
す
。

運
転
免
許
証
返
納
者
の

タ
ク
シ
ー
運
賃
割
引

問
栃
木
県
タ
ク
シ
ー
協
会

撒
０
２
８（
６
５
８
）２
４
１
１

利
用
す
る
に
は
…

免
許
証
の
有
効
期
間
内
に
、
管
轄

す
る
警
察
署
へ
全
部
の
免
許
の
取
消

し
申
請
を
行
い
、
交
付
を
受
け
た

「
運
転
経
歴
証
明
書
」（
有
料
）
を
、

タ
ク
シ
ー
乗
車
の
際
に
乗
務
員
に
示

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
他
の
割
引
と
一
緒
に
使
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

割
引
率

運
賃
メ
ー
タ
ー
器
表
示
額
の

％
１０

（

円
未
満
切
捨
）

１０

※
時
間
制
運
賃
に
つ
い
て
も
適
用

割
引
対
象
区
間

利
用
者
が
乗
車
し
た
区
間

実
施
地
域

栃
木
県
全
域（

事
業
者
）

９３

高
齢
者
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

５
月
１
日
～

日（

日
間
）

３１

３１

問
総
務
課

撒（

）４
１
１
２

５７

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

①
「
高
齢
者
に
優
し
い
３
Ｓ
（
ス
リ

ー
エ
ス
）
運
動
」
の
実
行

②
高
齢
者
の
歩
行
者
・
自
転
車
利
用

者
の
交
通
事
故
防
止

③
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
を

推
進
し
ま
す
。

３
Ｓ
運
動
と
は
？

Ｓ
Ｅ
Ｅ
（
見
る
）

Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
（
減
速
す
る
）

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
（
停
止
す
る
）

お知らせ

（14）

運転免許取得日
（最初に取得した日）

表彰
年次

昭和４６年３月３１日以前
（過去に４０年受賞のない方）４０年
昭和５５年４月１日

～５６年３月３１日３０年
平成２年４月１日

～３年３月３１日２０年
平成７年４月１日

～８年３月３１日１５年
平成１２年４月１日

～１３年３月３１日１０年
平成１７年４月１日

～１８年３月３１日５年



春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た
が
主
役
で
す

５
月

日
～

日（

日
間
）

１１

２０

１０

問
総
務
課

撒（

）４
１
１
２

５７

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
を
基
本
方
針
に
、
期
間
中
各
種
広

報
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

運
動
の
重
点

①
全
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

パ
ソ
コ
ン
・
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館

撒（

）４
１
７
７

５７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日

時

４
月

日（
木
）

１４
午
後
１
時
～
４
時

４
月

日（
土
）

１６
午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１１

３０

場

所

町
公
民
館
２
階
第
４
研
修
室

申
込
不
要

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

民
館
掲
示
板
で
確
認
す
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

町
卓
球
選
手
権
大
会
兼

町
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

問
針
谷
良
七

撒（

）１
１
１
８

５６

岩
崎

茂

撒（

）８
６
１
８

９２

期

日

５
月

日
（
日
）

１５

会

場

町
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
料

ク
ラ
ブ
登
録
者
…
…
無
料

非
登
録
者
…
…
３
０
０
円

中
学
生
…
…
…
２
０
０
円

申
込
期
限

５
月
６
日（
７
日
抽
選
）

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
大
会

問
平
田
義
美

撒（

）３
８
４
３

５７

期

日

５
月

日
（
木
）

２６

会

場

あ
じ
さ
い
公
園

対

象

町
在
住
在
勤
者

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

問
鈴
木
千
恵
子

撒（

）２
４
７
６

５７

期

日

５
月
８
日
（
日
）

会

場

町
体
育
セ
ン
タ
ー

対

象

町
協
会
登
録
チ
ー
ム

ウ
ォ
ー
ク
日
本
１
８
０
０
野
木
町
大
会

問
岩
崎
金
次
郎
撒
０
２
８
５（

）２
４
４
４

２３

年
９
月
～

年
３
月
、
全
市
町

０９

１２

村（
約
１
８
０
０
自
治
体
）で
開
催
さ

れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
。
健
康
維

持
増
進
の
ほ
か
、
地
域
の
自
然
や
歴

史
文
化
に
触
れ
、
生
活
の
質
的
向
上

と
地
域
社
会
を
活
性
化
す
る
の
が
目

的
で
す
。

日

時

４
月
９
日（
土
）

午
前
９
時

分
～

３０

集
合
場
所

野
木
駅
西
口

富
士
見
公
園

コ
ー
ス

町
内
周
回
コ
ー
ス

（
６
㎞
・

㎞
）

１２

対

象
ど
な
た
で
も（
当
日
参
加
も
可
）

参
加
料

県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
員
…
無
料

そ
の
他
、一
般
参
加
者
…
３
０
０
円

主

催

栃
木
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

小
山
市
歩
こ
う
会

後

援

町
教
育
委
員
会

お知らせ・カルチャー・スポーツ

（15）

日 時 ４月１８日（月）
午後５時３０分～７時

会 場 役場本館２階大会議室
※４月の「みんなの広場」はフリートークで
す（特定のテーマは設けません）。ただし、
事業関係の利害に関する話題はご遠慮くだ
さい。

申 込 不要（当日、会場で記名）
問政策課 撒（５７）４１３３

スポーツ

カルチャー



問
町
立
図
書
館

撒（

）２
８
１
１

５７

お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

４
月
１
日（
金
）午
前

時
～

時

分

１１

１１

３０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
象

幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

４
月

日（
火
）
日（
火
）

１２

１９

日（
火
）

２６午
前

時
～

時

分

１１

１１

２０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

♪
手
あ
そ
び

対
象

幼
児

４
月

日（
土
）午
後
２
時
～
２
時

分

１６

３０

♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

♪
手
あ
そ
び

♪
工
作

対
象

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

※
場
所
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

学
校
移
動
図
書
館
巡
回
日
程

ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
も
貸
し

出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心
で

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

４
月

日

新
橋
小

１２

午
後
１
時
～
１
時

分
４５

４
月

日

南
赤
塚
小

１３

午
後
１
時
～
２
時

４
月

日

佐
川
野
小

１９

午
後
０
時

分
～
１
時

分

４５

１５

４
月

日

友
沼
小

２０

午
後
０
時

分
～
１
時

分

５５

４０

新
着
図
書
案
内

酸
一
般
書

○
純
平
、
考
え
直
せ
（
奥
田
英
朗
）

○
お
し
ま
い
の
デ
ー
ト（
瀬
尾
ま
い
子
）

○
古
典
ま
ん
だ
ら

上・下（
田
辺
聖
子
）

○
あ
の
頃
の
誰
か

（
東
野
圭
吾
）

○
四
畳
半
王
国
見
聞
録（
森
見
登
美
彦
）

○
で
き
れ
ば
機
嫌
よ
く
生
き
た
い（
岸
本
葉
子
）

○
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
・
ク
ロ
ス

（
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
）

○
宇
宙
は
何
で
で
き
て
い
る
の
か（
幻
冬
舎
）

○
無
縁
社
会

（
文
藝
春
秋
）

○
体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂

続（
大
和
書
房
）

酸
児
童
書

○
ね
こ
じ
た
な
の
に
お
茶
が
す
き（
今
江
祥
智
）

○
ど
こ
で
も
な
い
場
所

（
セ
ー
ラ
L
.
ト
ム
ソ
ン
）

○
竜
の
木
の
約
束

（
濱
野
京
子
）

○
カ
ラ
ク
リ
江
戸
あ
ん
な
い（
福
音
館
書
店
）

○
雑
木
林
か
ら
の
お
く
り
も
の（
今
森
光
彦
）

○
和
菓
子
の
絵
本（
あ
す
な
ろ
書
房
）

○
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
フ
ァ
イ
ル

１
～
４
巻

（
マ
リ
ア
G
.
ハ
リ
ス
）

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
蔵
書

検
索
→
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
新

刊
本
の
検
索
が
で
き
ま
す
。

※
貸
出
中
の
場
合
は
予
約
が
で
き
ま

す
。困

っ
て
い
ま
す
！

最
近
、
新
聞
、
雑
誌
、
図
書
の
ペ

ー
ジ
の
切
り
取
り
や
盗
難
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
個
人
の
持
ち
物
で
は
な

く
、
公
共
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
次

に
利
用
す
る
方
の
こ
と
を
考
え
、
大

切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

問
針
谷
優
美
子

撒（

）０
８
６
８

５７

田
中
五
十
鈴

撒（

）９
９
２
０

５７

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ピ

ノ
キ
オ
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
本

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た
め
、
図
書
館

で
お
は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
い

っ
し
ょ
に
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
町
内
の
す

べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に
、
絵
本
を
通
じ

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で
す
。
乳

幼
児
の
４
カ
月
、
８
カ
月
健
診
の
際

に
、
活
動
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
４
月
の
研
修

（
全
３
回
）
を
受
講
し
て
か
ら
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

１
回
目

４
月

日（
水
）

１３

２
回
目

４
月

日（
火
）

１９

３
回
目

４
月

日（
火
）

２６

としょかんニュース

（16）

としょかん
ニュース



新
橋
児
童
館

問
撒（

）９
１
５
５

５７

親
子
で
３
Ｂ
体
操

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
《
３
Ｂ
体
操
》
鎧
昨
年
に
引
き

続
き
、
今
年
度
も
講
師
の
先
生
に
来

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
お

り
ま
～
す
竃

日

時

４
月
９
日（
土
）・
日（
土
）

２３

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
料

１
組

５
０
０
円

（
講
師
代
と
し
て
）

申

込

当
日
直
接
児
童
館
へ

楽
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

新
年
度
第
１
弾
鎧
《
オ
リ
ジ
ナ
ル

ク
レ
ー
プ
》
を
、
作
っ
ち
ゃ
お
う
☆

い
ち
ご
・
バ
ナ
ナ
・
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
e
t
c
…

ど
ん
な
ク
レ
ー
プ
に

し
ち
ゃ
お
う
か
な
。

日

時

４
月

日（
土
）

１６

午
前

時
～
正
午

１０

対

象

小
学
生
・
幼
児
と
保
護
者

参
加
料

１
人

１
０
０
円

（
材
料
費
と
し
て
）

申

込

代
金
を
添
え
て
児
童
館
へ

（
４
月

日
午
後
５
時
締
切
）

１４
工
作
教
室

工
作
と
い
え
ば《
ブ
ン
ブ
ン
ご
ま
》

誰
の
コ
マ
が
い
ち
ば
ん
回
る
か
競
争

し
ち
ゃ
お
う
鎧

日

時

４
月

日（
火
）～

日（
木
）

１９

２１

下
校
後
～

対

象

全
児
童

参
加
無
料
・
申
込
不
要

折
り
紙
教
室

新
聞
紙
で
実
際
に
か
ぶ
れ
る
《
兜

（
か
ぶ
と
）》を
折
っ
て
、写
真
を
撮

っ
て
も
ら
っ
ち
ゃ
お
う
鎧

日

時

４
月

日（
月
）下
校
後
～

２５

対

象

全
児
童

参
加
無
料
・
申
込
不
要

こどもひろば

（17）

こどもひろば



こどもひろば

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

問
撒（

）１
４
４
０

５４

映

画

会

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
で
の
上
映
会
で

１６
す
。
楽
し
い
お
話
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日

時

４
月
５
日（
火
）午
後
１
時
～

対

象

全
児
童
と
そ
の
保
護
者

参
加
無
料

直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

大
人
気
イ
ベ
ン
ト
！
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
教
室
が
、

年
度
も
ス
タ
ー
ト
し

２３

ま
す
。

初
め
て
の
お
友
達
も
、
何
度
か
経

験
し
て
い
る
お
友
達
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
鎧

参
加
無
料

定

員

各

名
１０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

☆
幼
児
教
室
（
３
歳
～
未
就
学
児
）

日

時

４
月

日
・

日（
土
）

１６

２３

全
２
回

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

申

込
４
月
４
日
午
前
８
時

分
～

３０

（
電
話
可
）

☆
小
学
生
（
初
心
者
）

日

時
４
月

日・５
月
７
日（
土
）

３０
全
２
回

午
前

時

分
～
正
午

１０

３０

申

込
４
月

日
午
前
８
時

分
～

１１

３０

（
電
話
可
）

デ
コ
っ
ち
ゃ
お
鎧

《
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
》で
思

い
出
の
写
真
を
素
敵
に
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日

時

４
月

日（
金
）

２２

午
前

時
～
正
午

１０

対

象

幼
児
と
保
護
者

参
加
費

５
０
０
円

定

員

組
１５

申

込

４
月
４
日
～

児
童
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
不
可
）

ぴ
よ
ぴ
よ
ぐ
み

マ
マ
友
作
り
に
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ

ん
か
？

分
で
短
い
時
間
で
す
が

３０

お
う
た
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
絵
本
を

読
ん
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日

時

４
月

日（
月
）

２５

午
前

時

分
～

時

１０

３０

１１

対

象
０
歳
～
１
歳
６
カ
月
ま
で
の
親
子

参
加
無
料

申

込

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
知
ら
せ

上
記
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
毎
週
水
曜

日
・
木
曜
日
は
幼
児
ク
ラ
ブ
を
行
っ

て
ま
す
。

歌
っ
た
り
、
体
操
し
た
り
、
製
作

し
た
り
、
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

☆
う
さ
ぎ
ぐ
み（
主
に
０・１・２
歳
）

毎
週
水
曜
日

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

４
月

日（
水
）ス
タ
ー
ト

１３

☆
ひ
ま
わ
り
ぐ
み（
主
に
３・４
歳
）

毎
週
木
曜
日

午
前

時

分
～

時

分

１０

３０

１１

３０

４
月

日（
木
）ス
タ
ー
ト

１４

（18）



（19）

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

古
河
市

算
企
画
展
「
雪
の
殿
さ
ま

土
井
利
位
」

日
本
初
の
雪
の
科
学
書
『
雪
華
図
説
』
を
著
し

せ
っ
か
ず
せ
つ

た
土
井
利
位
。
そ
の
雪
の
結
晶
観
察
に
ま
つ
わ
る

関
係
資
料
、
ま
た
庶
民
に
受
容
さ
れ
た
「
雪
華
模

様
」
が
美
術
工
芸
品
の
世
界
に
取
り
込
ま
れ
て
ゆ

く
さ
ま
と
、
そ
の
品
々
を
紹
介
し
ま
す
。

日

時

５
月
５
日（
木
・
祝
）ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時

分
ま
で
）

３０

場

所

古
河
歴
史
博
物
館

入
館
料

一
般
４
０
０
円

休
館
日

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
古
河
歴
史
博
物
館

撒（

）５
２
１
１

２２

加
須
市

算
第
２
回
加
須
市
民
平
和
祭
開
催

と

き

５
月
３
日
（
火
・
祝
）

と
こ
ろ

利
根
川
河
川
敷
緑
地
公
園

（
埼
玉
大
橋
西
側
）

内

容

噛
平
和
式
典

午
前

時
１０

噛
メ
ッ
セ
ー
ジ
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚

噛
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
遊
泳（
予
定
）

【
全
長
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ャ
ン
ボ

こ
い
の
ぼ
り:

ジ
ャ
ン
ボ
３
世
】

（
１
回
目
）
午
前

時

分
～

１１

３０

（
２
回
目
）
午
後
１
時

分
～

３０

※
風
速
な
ど
に
よ
っ
て
遊
泳
時
間
が
前
後

す
る
場
合
あ
り
。

※
天
候
状
態
に
よ
り
、
５
月
４
日（
祝
・
水
）

に
延
期
の
場
合
あ
り
。

問
加
須
市
商
業
観
光
課撒

０
４
８
０（

）１
１
１
１

６２



「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月
モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜） ８,０００円／月

※ この記事のサイズが「半段枠」です。
※ 審査の結果、掲載できない場合があります
※ 詳しいことはお問い合わせください。

問政策課撒（５７）４１３３

町ホームページに掲載するバナー広告を募集します。
１枠当たり：天地６０ピクセル、左右１２０ピクセル、

容量８KB以内、形式GIF・JPEG

※ 審査の結果、掲載できない場合があります
※ 詳しいことはお問い合わせください。

問政策課撒（５７）４１３３

相談コーナー

広 告 募 集 中

（20）

問い合わせ先相談員内容・対象場 所日 時名 称
新橋児童館
撒（５７）９１５５子育てサロン相談員子育てについて新橋児童館４月４日・１８日

午前１０時～正午子育てサロン
県不動産鑑定士協会
撒028（639）0556
姉028（639）9411

不動産鑑定士
不動産（土地・家屋）
の価格、地代、家賃、
借地権の価格など

小山市役所
２０２会議室

４月５日
午前１０時～午後３時

不動産鑑定評
価無料相談会

県土地家屋調査
士会小山支部
撒０２８５（２７）２７１７

土地家屋調査士
土地の境界・面積・分
合筆・地目変更、建物
の新増築、その他土地
建物の表示について

役場本館
２階大会議室

４月６日
午前１０時～正午
午後１時～３時

表 示 登 記
無料相談会

町健康福祉課
撒（５７）４１７１保健師・栄養士健康・子育てについて町保健センター４月６日・１３日・２０日・２７日

（受付）午前9時30分～11時健康・育児相談
町社会福祉協議会
撒（５７）３１００
姉（５７）３１０１

民生児童委員・保護
司・人権擁護委員

日頃の悩みなど日常
生活について

町老人福祉センター
（ホープ館）

４月６日・２０日
午前１０時～正午心配ごと相談

町生活環境課
撒（５７）４１３２

人権擁護委員・
行政相談委員

人権侵害の悩み、毎日
の暮らしの中で役所な
どが行っている仕事に
対する疑問や相談

町老人福祉センター
（ホープ館）

４月１３日
午前９時～正午

人 権・行 政
総 合 相 談

丸林保育所
撒（５６）１７０８保育士子育てについて丸林保育所４月１３日

午後１時３０分～２時３０分子育て相談
町社会福祉協議会
撒（５７）３１００
姉（５７）３１０１

保健師健康管理や健康指導
について

町老人福祉センター
（ホープ館）

４月１９日
午前９時３０分～１１時３０分健 康 相 談

あかつか児童センター
撒（５４）１４４０子育てサロン相談員子育てについてあかつか児童センター４月２５日

午前１０時～正午子育てサロン
丸林保育所
撒（５６）１７０８保育士育児相談・学習活動

について丸林保育所月～金曜日
午前９時～午後２時

子育て支援
（げんきっこクラブ）

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００
姉（５７）３１０１

社協職員ボランティアについて町老人福祉センター
（ホープ館）

月～金曜日
午前８時３０分～午後５時１５分

ボランティア
相 談

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００
姉（５７）３１０１

社協職員
生活福祉資金等貸付・
福祉サービス利用援
助・日常的金銭管理サ
ービスについて

町老人福祉センター
（ホープ館）

月～金曜日
午前８時３０分～午後５時１５分

生 活 資 金・
地 域 福 祉
権利擁護相談

あすなろ教育相談室
撒（５７）４１８９（直通）相談員いじめ・不登校など

教育について
あすなろ教育相談室
（町武道館裏）

（窓口：こども教育課）

月～金曜日
（学校の休業日を除く）
午前９時～午後３時

あ す な ろ
教育相談室

野木町地域包括支援センター
撒（５７）２４００
姉（５７）１１１７

保健師・社会福祉
士・介護支援専門員

高齢者についての介
護相談・総合的な相談

友沼５８４０－１
町老人福祉センター（ホープ館）隣

月～金曜日
午前８時３０分～午後５時１５分

（緊急時は上記以外でも）
野木町地域包括
支援センター

野木町在宅介護支援センター
撒（５７）４７６５
姉（５７）０６１６

介護支援専門員高齢者についての総
合的な相談南赤塚１２１８－１

月～土曜日
午前８時３０分～午後５時３０分

（２４時間電話連絡可）
野木町在宅介護
支援センター

ライフサポートセンターゆめ
撒（３３）３６２４
姉（５７）４６２４

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

月～金曜日
午前８時３０分～午後５時３０分

ライフサポート
センターゆめ

みらい
撒（５７）２６７３
姉（５７）２６７３

相談支援専門員
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとそのご家族など

丸林３７１－１２月～金曜日
午前９時～午後５時３０分み ら い



広報連絡委員
レポート
299

広報連絡委員
川元

由美子

私の勤務するまちかど美術館では毎年、県内の市町にスポットを当て、まちの
景観写真や特色のある市民活動を紹介しています。今年度は「栃木市」でした。そ
してその期間中にまちづくりを考えるシンポジウムを実施します。
今年は「新しい公共と協働のあり方」というテーマで、パネリストには栃木市長、

高根沢町長、市民団体からはうずま川遊会代表と家事支援のNPO法人の代表の４
人、コーディネーターは宇都宮大学の陣内教授でした。
協働というのは、行政で解決しにくいことを住民と行政が共通の目的に向かい、

互いに対等な立場で連携し補完すること。そして、新しい公共とは、公共のサ－ビ
スを市民･NPO・企業等が主体となって行うこと。「特定の人だけではなく、多くの
人に利益が還元されるのが公共サービスで、従来は役所がするものだった。しか
し行政にしかできない訳ではない。民間・NPO・企業でもできる。すべて行政がや
ると大きな政府予算となり、組織が増大し借金が増加する。また一律・平等が強す
ぎて、支配する側とされる側にな
りかねない。『小さな政府』、スリム
化をすれば、自らが望む公共サー
ビスを自らが直接民主主義的な形
で担える。ビジネスや社会貢献活
動として機会が与えられ、満足度
が高まるのではないか」と栃木市
長は一般市民にもわかりやすく話
されました。
また高根沢町長は、「自分が町長

になった時に役所内の意識を変え
なければならないと思った。誰が
町長になってもシステムを作って
永続性を担保すること。役所がやる必要性のない分野は志のある町民にお任せす
る方向にした」と話され、市民の思いを形にするため、制度設計していった流れを
話されました。そして無駄を省き、毎年借金を減らしていった状況を数字を挙げ
て話されました。
巴波川の遊覧船を運航している“うずま川遊会”の会長からは、「市職員の中に

民間を使おうという、おせっかい職員がいた。市の観光課の後押しで１５年前から
始め、年間３万人の乗船者があり、市からお金が出ないので船賃一人５００円でやっ
ていっている。最初は１００万円の予算で舟を１艘買ってスタートし、今は５艘にな
った。舟の運航は行政でもできるが民間がやる方が活性化する」と、楽しみながら
やる“遊び心”を語られ、栃木の観光に一役買っているといった自負こそが協働の
醍醐味という思いが伝わってきました。そして市民が行政に要求し過ぎないで、
出来る事はするという基本姿勢に触れられました。
これから「新しい公共」が加速していくと思われる中、野木町においてどのよう

な協働の取り組みができるか、考えていく必要があると感じました。

新しい公共と協働について

（21）
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算
材
料
（
２
人
分
）

卵
…
２
個

ご
は
ん
…
３
０
０
ｇ

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
…

ｇ
４０

長
ね
ぎ

（
粗
い
み
じ
ん
切
り
）
…

ｇ
４０

か
つ
お
節
…
少
々

炒
り
白
ご
ま
…
小
さ
じ
２

ご
ま
油
…
大
さ
じ
１
／
２

付
け
合
せ

プ
チ
ト
マ
ト
…
４
個

ス
ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う（
茹
で
る
）…

ｇ
２０

算
作
り
方

①
じ
ゃ
こ
は
フ
ラ
イ
パ
ン
で
香
ば
し

く
か
ら
い
り
す
る
。

②
ボ
ー
ル
に
卵
を
と
き
ほ
ぐ
し
て
ご

は
ん
、
①
、
長
ね
ぎ
、
か
つ
お
節
、

炒
り
白
ご
ま
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ご
ま
油
を
入
れ
、

②
を
流
し
入
れ
て
平
ら
に
し
、
弱

火
で
ゆ
っ
く
り
火
を
通
す
。
き
れ

い
な
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
ひ
っ
く

り
返
し
、
焼
き
色
が
つ
く
ま
で
焼

く
。
食
べ
や
す
く
切
る
。

健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は
ん
！

朝
ご
は
ん
を
食
べ
て
、
元
気
に
春

の
1
日
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

☆
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
…

・
五
感
が
働
き
、
眠
り
モ
ー
ド
か

ら
活
動
モ
ー
ド
へ
ス
イ
ッ
チ
が

入
る

・
身
体
や
脳
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
補
給
が
で
き
る

・
排
便
習
慣
に
も
良
い

春
の
朝
食
に
ぴ
っ
た
り
の
料
理
を

紹
介
し
ま
す
。

卵
ご
は
ん
の
お
焼
き

エ
ネ
ル
ギ
ー
‥
４
７
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

た
ん
ぱ
く
質
‥

・
７
ｇ

２５

脂
質
‥

・
５
ｇ

１２

カ
ル
シ
ウ
ム
‥
５
２
２
㎎

鉄
‥
５
・
４
㎎

塩
分
‥
１
・
１
ｇ

総
務
大
臣
表
彰
受
賞

小
泉
文
助
氏
（
川
田
）

永
年
に
わ
た
り
、
選
挙
管
理
委
員

長
・
委
員
と
し
て
選
挙
事
務
の
管
理

執
行
や
明
る
い
選
挙
の
推
進
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。栃

木
県
知
事
表
彰
受
賞

小
室
淳
子
さ
ん
（
野
木
）

多
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
員
と

し
て
各
種
統
計
調
査
に
従
事
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ヘ
ル
シ
ー
講
座

２
月
４
日
、

日
の
２
日
間
、
食

１７

生
活
改
善
推
進
員
会
に
よ
る
「
ヘ
ル

シ
ー
講
座
」
が
行
わ
れ
、

名
の
方

２５

が
「
ヘ
ル
シ
ー
な
生
活
習
慣
」
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
し
ま
す

町
で
は
３
人
乗
り
自
転
車
の
貸
出

し
を
前
に
、
借
受
者
に
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
（
関
連
記
事
３
月
号
）。



トピックス ～町の話題・投稿～

第

回
野
木
町
工
場
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
結
果

４０【
団

体
】

優

勝

杏
林
製
薬
㈱
Ａ

準
優
勝

杏
林
製
薬
㈱
Ｂ

三

位

㈱
Ｃ
Ｓ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン
Ｂ

（
２
月

日

於・下
総
ゴ
ー
ル
ド
レ
ー
ン
）

１６

皆
さ
ん
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す

問
政
策
課

撒（

）４
１
３
４

５７

「
広
報
の
ぎ
」で
は
、次
の
テ
ー
マ

で
皆
さ
ん
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
文
章
や
写
真
を

広
報
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
（
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）。

○
「
私
と
煉
瓦
窯
」

「
野
木
町
煉
瓦
窯
」
に
ま
つ
わ
る
思

い
出
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
秘
蔵
写
真
な
ど
。

文
章
は
２
０
０
字
～
４
０
０
字
程
度
。

古
い
写
真
は
、
写
し
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
（
電
子
デ
ー
タ
可
）。

○
「
子
育
て
体
験
記
」

子
育
て
に
つ
い
て
の
思
い
出
や
体

験
談
、
豆
知
識
、
持
論
、
支
援
の
た

め
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
。
２
０
０
～

４
０
０
字
程
度
。

○
「
子
育
て
相
談
室
」

子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
や
疑
問
。

広
報
紙
面
で
保
健
師
や
保
育
士
な
ど

専
門
の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

酸
応
募
先

〒
３
２
９‐０
１
９
５
（
住
所
不
要
）

町
政
策
課
秘
書
広
報
係

姉（

）４
１
９
０

５７
死seisaku@

tow
n.nogi.tochigi.jp

煉瓦窯の保存修復費用として、
皆様の寄附金・募金を受付けています。

産２月末までにご協力いただいた寄附金・募金
寄附金
（内ふるさと納税 １，０４３,０００円）
募 金
計

野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを
未来に残すために未来に残すために！！

５，０９４，８３５円

４９９，９９９円
５，５９４，８３４円

問生涯学習課撒（５７）４１８８

伺ご提案やご意見をお寄せください外
町政へのご提案やご意見をお寄せくださ

い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ
ていただきます。

胸お手紙で
宛先 〒３２９‐０１９５（住所不要）

野木町長 真瀬宏子 行
胸ファックスで 姉０２８０（５７）４１９０
胸メールで
町ホームページトップページの
「ご意見箱」をクリックしてください。

人
権
標
語

心
の
花
を
た
く
さ
ん
育
て
て

一
人
ひ
と
り
に

手
わ
た
し
し
よ
う

佐
川
野
小
学
校

峯

ま
り
あ

み
ね

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

２２

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

小
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

小
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
２
月

第
３
回
例
会
で
、
野
木
町
煉
瓦
窯
修

復
の
た
め
の
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
例
会
で
、
町
長
か
ら
野
木

町
煉
瓦
窯
の
歴
史
や
現
状
、
修
復
や

活
用
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
出
席
さ
れ
た
会
員
の
皆

様
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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町内の交通事故

６件数
２
月
累
計

０死者

８傷者

１３
(５)

件数
（増減）年

累
計（
前
年
比
）

２３

０
(０)

死者
（増減）

１５
(３)

傷者
（増減）

町内の犯罪発生件数

１空き巣
２
月
累
計

１自動車盗

０車上ねらい

０自転車盗
１

(－６)
空き巣
（増減）

年
累
計（
前
年
比
）

２３
２

(－２)
自動車盗
（増減）

０
(－７)

車上ねらい
（増減）

３
(１)

自転車盗
（増減）

町内の救急出場

８５出場
件数２

月
累
計 ７０搬送

人員

８１５
(１０７)

出場
件数

（増減）
年
度
累
計（
前
年
比
）

２２

７３６
(９０)

搬送
人員

（増減）



平
成

年
４
月
１
日
発
行

広
報
の
ぎ
（
４
７
５
号
）
鞄
発
行

野
木
町

蒲
編
集

野
木
町
広
報
委
員
会
●
野
木
町
役
場
政
策
課
秘
書
広
報
係

〒
３
２
９
‐
０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１

撒
０
２
８
０（

）４
１
３
４

２３

５７

12

昔
は
、
町
内
に
も
幾
つ
か
の
神
楽
が
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
る
が
、
現
在
は
野
木
神
社
の
太
々
神
楽
と
根
渡
神

社
の
里
神
楽
が
伝
承
さ
れ
る
の
み
。

神
楽
は
神
座
（
か
み
く
ら
）
が
変
化
し
た
も
の
と
言

わ
れ
る
。
野
木
神
社
の
神
楽
は
江
戸
時
代
か
ら
舞
わ
れ
、

毎
年
春
と
冬
に
奉
納
祭
が
行
わ
れ
る
。
今
年
は
４
月
１２

日
の
予
定
。

全

座
で
舞
わ
れ
、
特
に
近
年
復
活
し
、
野
木
の
女

１２

子
が
踊
る
『
五
行
の
舞
』
が
人
気
。

「
花
咲
か
せ
隊
」も
発
足
し
て
三
年
目
の
活
動

に
入
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
思
い
思
い
に
、

花
を
通
し
て
の
出
会
い
と
交
流
、
楽
し
み
な

が
ら
の
社
会
貢
献
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
に
行
っ
た
野
木
駅
東・西
口
広
場

の
植
栽
な
ど
に
続
い
て
、
今
年
度
は
野
木
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン

に
あ
わ
せ
た
花
壇
づ
く
り・野
木
町
煉
瓦
窯
周

り
の
植
栽・中
央
通
り
で
の
キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス

の
植
栽
な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
ゆ
く

ゆ
く
は
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
近
く
も
、
皆

さ
ん
の
企
画
と
参
加
で
花
い
っ
ぱ
い
に
し
ま

し
ょ
う
。
栃
木
県
の
玄
関
口・野
木
町
を
花
い

っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
！「
花
咲
か
せ
隊
」で
は
皆

様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
ト

１
月

日
、
野
木
町
煉
瓦
窯
の
一
般
公
開
が
あ
り

２４

ま
し
た
。

早
朝
に
は
「
ち
ら
ち
ら
」
と
雪
が
舞
っ
た
よ
う
で

す
が
、
公
開
時
に
は
青
空
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
午

後
の
短
時
間
の
公
開
で
し
た
が

人
余
り
の
方
が
見

４０

学
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。
資
料
室
で
は
、「
展
示
資
料
の

説
明
文
が
ほ
し
い
、
文
字
を
大
き
く
し
て
書
い
て
く

だ
さ
い
」「
煉
瓦
窯
創
業
時
の
様
子
を
知
り
た
い
」
な

ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

野
木
町
煉
瓦
窯
は
「
国
指
定
重
要
文
化
財
」
で
、

円
形
の
ホ
フ
マ
ン
窯
は
国
内
で
現
存
す
る
唯
一
の
も

の
で
す
。

こ
の
煉
瓦
窯
の
活
用
に
寄
与
す
る
た
め
、
煉
瓦
窯

に
関
す
る
学
習
及
び
調
査
、
活
用
支
援
を
行
う
た
め

に
有
志
が
集
ま
り
お
よ
そ
１
年
前
に
「
野
木
町
煉
瓦

窯
を
愛
す
る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

次
号
か
ら
は
私
た
ち
が
調
査
や
聞
き
取
っ
た
事
項
、

煉
瓦
窯
の
様
子
な
ど
を
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
木
町
煉
瓦
窯
を
愛
す
る
会メタセコイヤに守られた煉瓦窯

公
開
の
様
子
（
提
供

荒
木
雄
久
輝
氏
）

広 報 の ぎ

New
!!

New!!


